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(百万円未満切捨て)

１．2024年３月期第１四半期の連結業績（2023年４月１日～2023年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年３月期第１四半期 13,804 10.4 933 5.4 1,067 7.6 1,233 126.3

2023年３月期第１四半期 12,501 8.1 885 29.8 991 45.8 545 67.4
(注) 包括利益 2024年３月期第１四半期 3,763百万円( 191.3％) 2023年３月期第１四半期 1,292百万円( 763.8％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2024年３月期第１四半期 119.53 ―

2023年３月期第１四半期 52.81 ―

(注)前連結会計年度末において、企業結合に係る暫定的な会計処理の確定を行っており、2023年３月期第１四半期に係
　 る各数値及び比較情報については、暫定的な会計処理の確定の内容を反映させております。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2024年３月期第１四半期 128,532 51,285 36.9 4,599.44

2023年３月期 126,188 47,878 35.4 4,321.59
(参考) 自己資本 2024年３月期第１四半期 47,478百万円 2023年３月期 44,612百万円
　　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年３月期 ― 25.00 ― 31.00 56.00

2024年３月期 ―

2024年３月期(予想) 25.00 ― 32.00 57.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　　

３．2024年３月期の連結業績予想（2023年４月１日～2024年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 26,700 5.0 1,620 △14.8 1,610 △13.5 1,320 22.4 127.87

通期 53,500 4.7 3,140 △12.5 3,100 △11.5 2,200 2.3 213.12
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、（添付資料）８ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注
記事項 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2024年３月期１Ｑ 11,344,181株 2023年３月期 11,344,181株

② 期末自己株式数 2024年３月期１Ｑ 1,021,423株 2023年３月期 1,021,118株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2024年３月期１Ｑ 10,322,811株 2023年３月期１Ｑ 10,323,429株

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた
っての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報
（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　①当第１四半期連結累計期間の概況

当社グループの当第１四半期連結累計期間（2023年4月1日～2023年6月30日）のわが国経済は、新型コロナウイル

ス感染症の感染法上の位置付けが５月より５類へ移行され、社会経済活動の正常化が進み景気は緩やかに回復いた

しました。一方で、エネルギー価格や資源価格の高騰等による国内物価の上昇の影響等、先行き不透明な状況が続

いております。そのような状況下で当社グループの経営成績は、物流部門では、海外引越の取扱いが前期を上回っ

て推移し、食品部門においても販売数量が増加したこと等があり、売上高は138億４百万円（前年同期比10.4％増）

となりました。営業利益は９億33百万円（同5.4％増）となり、経常利益は受取配当金の増加や支払利息の減少等に

より10億67百万円（同7.6％増）となりました。また、親会社株主に帰属する四半期純利益は、一部業務システムの

減損損失の計上はあったものの、さいたま市岩槻区に保有していた遊休不動産の売却による固定資産売却益等によ

り12億33百万円（同126.3％増）となりました。

なお、2022年４月１日に行われた株式会社シンヨウ・ロジとの企業結合について前第１四半期連結会計期間に暫

定的な会計処理を行っておりましたが、前連結会計年度末に確定したため、前年同四半期連結累計期間との比較・

分析にあたっては、暫定的な会計処理の確定による見直し後の金額を用いております。

　②セグメント別の概況

<物流部門>

物流部門では、国内業務においては、倉庫事業での保管残高は前年同期を上回って推移し、国際業務において

も海外引越を中心として取扱件数は前年同期を上回りました。この結果、売上高は61億91百万円（前年同期比3.4

％増）となりました。一方で営業利益は、動力費や人件費の増加、また、2024年６月竣工予定の本牧埠頭新倉庫

建設用地の不動産賃借料等の費用増の要因があり６億14百万円（同5.8％減）となりました。

<食品部門>

食品部門では、量販店向けの販売、外食向け販売共に前年同期を上回って推移し、精米販売は18千玄米トン

（前年同期比20.3％増）となりました。一方で玄米販売は需給の引締りから市場の米価が上昇し、他卸売業者や

一般販売店は調達に慎重となった事から販売数量が減少し、４千玄米トン（同18.5％減）となり、総販売数量は

23千玄米トン（同9.5％増）となりました。この結果、売上高は61億90百万円（前年同期比20.9％増）となりまし

た。営業利益は販売面で堅調に推移したことに加え、印西精米センターでの太陽光発電システム活用による動力

費の抑制や同センターの減価償却費の費用減の要因もあり１億33百万円（同1452.5％増）となりました。

<情報部門>

情報部門では、汎用機基盤の開発、運用業務は堅調に推移し、また、顧客のインボイス対応へのシステム開発

請負案件等もあり、売上高は４億２百万円（前年同期比12.6％増）となり、営業利益は９百万円の損失（前年同

四半期は26百万円の損失）となりました。なお、情報部門では棚卸用ハンディターミナルのレンタル業務におい

て、売上・利益とも棚卸の集中する第２・第４四半期連結会計期間に増加する傾向にあります。

<不動産部門>

不動産部門では、一部テナント退去等により、売上高は10億20百万円（前年同期比1.5％減）となりました。一

方で営業利益は、兜町再開発賃貸不動産物件「ＫＡＢＵＴＯ ＯＮＥ」の不動産取得税が減少したこと等により、

５億76百万円（同11.2％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

①資産

資産合計は、設備投資の未払金や賃貸不動産購入代金の支払等により現金及び預金が減少しましたが、賃貸不動

産購入による固定資産の増加や時価評価による投資有価証券の増加等から、前連結会計年度末比23億44百万円増加

し、1,285億32百万円となりました。

②負債

負債合計は、設備投資の未払金等の支払によるその他流動負債の減少等から、前連結会計年度末比10億61百万円

減少し、772億47百万円となりました。
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③純資産

純資産合計は、配当金の支払による利益剰余金の減少がありましたが、親会社株主に帰属する四半期純利益の計

上やその他有価証券評価差額金の増加等から、前連結会計年度末比34億６百万円増加し、512億85百万円となりまし

た。

この結果、自己資本比率は36.9％（前連結会計年度末は35.4％）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当第１四半期連結累計期間における連結業績は、食品部門での量販店向け精米販売や物流部門での国内物流が堅調

に推移したこと、国際物流が新型コロナウイルスの影響から回復傾向であったこと、また遊休不動産を計画通り売却

したこと等から、全体として概ね計画を上回り推移いたしました。しかしながら今後の資金調達やＩＴ関連及び人的

資本等への成長投資費用、また物価上昇による電力料等の費用増加を見込み、2023年５月12日に発表した第２四半期

累計期間及び通期業績予想は変更しておりません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,416 5,818

受取手形、売掛金及び契約資産 6,699 6,752

棚卸資産 612 662

その他 3,952 3,847

貸倒引当金 - △0

流動資産合計 19,681 17,080

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 26,656 27,578

土地 50,533 51,692

その他（純額） 9,941 9,907

有形固定資産合計 87,131 89,178

無形固定資産

のれん 295 276

顧客関連資産 1,094 1,079

その他 957 954

無形固定資産合計 2,346 2,310

投資その他の資産

投資有価証券 15,066 18,097

その他 1,895 1,813

貸倒引当金 △36 △36

投資その他の資産合計 16,926 19,874

固定資産合計 106,405 111,363

繰延資産 101 88

資産合計 126,188 128,532

負債の部

流動負債

営業未払金 2,298 2,308

短期借入金 4,100 4,500

1年内返済予定の長期借入金 3,338 3,340

1年内償還予定の社債 9,983 9,983

その他 5,958 3,484

流動負債合計 25,678 23,616

固定負債

社債 13,347 13,347

長期借入金 23,279 23,012

退職給付に係る負債 1,607 1,640

資産除去債務 2,573 2,578

その他 11,822 13,052

固定負債合計 52,630 53,631

負債合計 78,309 77,247
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 10,555 10,555

資本剰余金 3,747 3,747

利益剰余金 23,961 24,875

自己株式 △2,235 △2,235

株主資本合計 36,030 36,943

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 5,711 7,682

繰延ヘッジ損益 9 △8

土地再評価差額金 2,872 2,872

退職給付に係る調整累計額 △12 △11

その他の包括利益累計額合計 8,581 10,535

非支配株主持分 3,266 3,806

純資産合計 47,878 51,285

負債純資産合計 126,188 128,532
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年６月30日)

営業収益 12,501 13,804

営業原価 10,713 11,804

営業総利益 1,788 2,000

販売費及び一般管理費 902 1,066

営業利益 885 933

営業外収益

受取配当金 239 249

その他 7 19

営業外収益合計 246 269

営業外費用

支払利息 121 119

その他 18 16

営業外費用合計 140 136

経常利益 991 1,067

特別利益

固定資産売却益 0 1,234

特別利益合計 0 1,234

特別損失

固定資産除却損 7 37

投資有価証券評価損 0 -

減損損失 - 44

特別損失合計 8 82

税金等調整前四半期純利益 982 2,219

法人税等 349 521

四半期純利益 633 1,697

非支配株主に帰属する四半期純利益 88 463

親会社株主に帰属する四半期純利益 545 1,233
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年６月30日)

四半期純利益 633 1,697

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 702 2,091

繰延ヘッジ損益 △45 △25

退職給付に係る調整額 1 0

その他の包括利益合計 658 2,065

四半期包括利益 1,292 3,763

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,175 3,187

非支配株主に係る四半期包括利益 116 576
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用の計算

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期

純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。ただし、見積実効税率を使用できない

会社については、法定実効税率を使用しております。
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（セグメント情報等）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 2022年４月１日 至 2022年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：百万円）

報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

物流関連 食品関連 情報関連 不動産関連

売上高

外部顧客への売上高 5,986 5,121 357 1,036 12,501 ― 12,501

セグメント間の内部
売上高又は振替高

179 1 69 22 272 △272 ―

計 6,166 5,122 427 1,058 12,774 △272 12,501

セグメント利益
又は損失(△)

652 8 △26 518 1,152 △267 885

(注) １．セグメント利益又は損失(△)の調整額には、各報告セグメントに配分していない全社費用△251百万円、の
れん償却額△18百万円及び未実現利益調整額１百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメン
トに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
３．前第１四半期連結累計期間のセグメント情報は、「注記事項（企業結合等関係）」の「比較情報における取

得原価の当初配分額の重要な見直し」に記載の暫定的な会計処理の確定による取得原価の当初配分額の重要
な見直しが反映された後の金額となっております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(のれんの金額の重要な変動)

「物流関連」セグメントにおいて、株式会社シンヨウ・ロジの株式の100％を取得し連結子会社としたことに

より、のれんを計上しております。前第１四半期連結累計期間において、当該事象によるのれんの増加額は、

368百万円であります。なお、当該のれんの増加額は、「注記事項（企業結合等関係）」の「比較情報における

取得原価の当初配分額の重要な見直し」に記載の暫定的な会計処理の確定の内容が反映された後の金額となっ

ております。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 2023年４月１日 至 2023年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：百万円）

報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

物流関連 食品関連 情報関連 不動産関連

売上高

外部顧客への売上高 6,191 6,190 402 1,020 13,804 ― 13,804

セグメント間の内部
売上高又は振替高

201 12 58 65 337 △337 ―

計 6,392 6,203 460 1,086 14,142 △337 13,804

セグメント利益
又は損失(△)

614 133 △9 576 1,314 △380 933

(注) １．セグメント利益又は損失(△)の調整額には、各報告セグメントに配分していない全社費用△320百万円、の
れん償却額△18百万円及び未実現利益調整額０百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメン
トに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

「物流関連」セグメントにおいて、減損損失を44百万円計上しております。
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（企業結合等関係）

比較情報における取得原価の当初配分額の重要な見直し

　2022年４月１日に行われた株式会社シンヨウ・ロジとの企業結合について前第１四半期連結会計期間におい

て暫定的な会計処理を行っておりましたが、前連結会計年度末に確定しております。

　この暫定的な会計処理の確定に伴い、当第１四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表に含まれる比較情報

において取得原価の当初配分額に重要な見直しが反映されており、前第１四半期連結累計期間の四半期連結貸

借対照表において「無形固定資産」に含まれておりました「のれん」1,075百万円は725百万円減少し350百万

円となり、「顧客関連資産」は1,137百万円増加、また「繰延税金負債」が383百万円増加いたしました。

　この結果、前第１四半期連結累計期間の四半期損益計算書は、販管費及び一般管理費が23百万円減少し、営

業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益がそれぞれ23百万円増加、また、法人税等が４百万円減少

し、親会社株主に帰属する四半期純利益が28百万円増加しております。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

　前第１四半期連結累計期間（自 2022年４月１日 至 2022年6月30日）

　 （単位：百万円）

報告セグメント
合計

物流関連 食品関連 情報関連 不動産関連

国内物流 4,870 ― ― ― 4,870

国際物流 747 ― ― ― 747

玄米卸売販売 ― 1,091 ― ― 1,091

精米卸売販売 ― 3,821 ― ― 3,821

システム開発、保守等 ― ― 350 ― 350

棚卸支援機器レンタル ― ― 5 ― 5

その他 51 208 0 27 287

顧客との契約から生じる収益 5,668 5,121 357 27 11,174

その他の収益 317 ― ― 1,008 1,326

外部顧客への売上高 5,986 5,121 357 1,036 12,501

　当第１四半期連結累計期間（自 2023年４月１日 至 2023年6月30日）

　 （単位：百万円）

報告セグメント
合計

物流関連 食品関連 情報関連 不動産関連

国内物流 4,973 ― ― ― 4,973

国際物流 846 ― ― ― 846

玄米卸売販売 ― 1,095 ― ― 1,095

精米卸売販売 ― 4,877 ― ― 4,877

システム開発、保守等 ― ― 396 ― 396

棚卸支援機器レンタル ― ― 4 ― 4

その他 45 212 1 23 284

顧客との契約から生じる収益 5,865 6,185 402 23 12,477

その他の収益 325 4 ― 996 1,327

外部顧客への売上高 6,191 6,190 402 1,020 13,804

　


